



























は 65 歳以上の男／女を対象に、北海道、本州、四国、九州の都市部と山間部／郊外における 203 名(収集
















 我が国の 2015（平成 27）年の平均寿命は、男性 80.79年、女性 87.05年と世界トップク
ラスの長寿国となっている。しかしながら、「健康上の問題で日常生活が制限されることな







ており、今後 10年間で NCDsによる死亡は世界全体で 17%増加すると予測している（WHO2008）。 








我が国のガンだけを見ても 1981年から死因の第１位を占め、2013年には’81 年の約 4倍の









                                                   
















    ～WHO 健康定義の和訳ミス？～ 
WHO 憲章(1948)の前文で健康は次のように定義されている。「健康とは完全な肉体的、精
神的及び社会的福祉の状態であり、単に疾病又は病弱の存在しないことではない」（昭和 26
年官報記載の訳文）。その英語の表現は次の通りである。(1)“Health is a state of complete 











 (2)“health therefore is not only simply the absence of disease, it is something 
positive, a joyful attitude towards life, and a cheerful acceptance of the 
responsibilities that life puts upon the individuals”（単に病気がないというだけ
ではなく、ポジティブで、人生に対する喜びにあふれた態度、個人として命が負う責任の
快い受容）という表現があって、これもトータルな健康である。複数の草案と現行の WHO
健康定義とを対比させ、臼田(2004)は、健康の 3 要素とされている Physical（身体的） は
something positive（ポジティブなこと）、mental （精神的）は a joyful attitude towards 
life（人生に対する喜びにあふれた態度）、social（社会的）は a cheerful acceptance of 
















(3) QOL にスピリチュアリティが含まれるようになった背景  
1995 年になってスピリチュアリティ（命を燃え続けさせる力、生きることの意味）が
QOL(Quality of Life・生活の質）に加えられた（石井 2006）。QOL（生活の質）は次のよう
に定義されている。 
“WHO defines Quality of Life as individuals’ perception of their position in life 
in the context of the culture and value systems in which they live and in relation 
to their goals, expectations, standards and concerns. It is a broad ranging concept 
affected in a complex way by the person's physical health, psychological state, level 
of independence, social relationships, personal beliefs and their relationship to 





スピリチュアリティが QOLに含まれるようになった背景は次のように概観できる。  






この藤井を参考に、石井(2006)も QOLを 3 期に分けて、次のように概説している。 
 第 1 期：身体重視の QOL 




第 2 期：身体的・心理的・社会的領域を含めた主観的概念の QOL 
1980年代から 1990年代前半までは QOLの重要性が広く認識され、その構成概念が大きく

















基本調査票(WHO 1995)が発表された。この、基本調査票:Field Trial WHOQOL-100 の
p.19(F24.1-4)3 に個人的信条（スピリチュアリティ）の項目がある。 
 スピリチュアリティの研究は、WHO健康定義の身体的・精神的・社会的領域の 3 要素とと
もに「健康を構成する一側面」(竹田 2007, 岡本 2013) として、高齢者に必要なものとされ、
生きる意味や目的を喪失した高齢者の「スピリチュアルな痛み」や、ターミナルケアに関























                                                   
3. The following few questions are concerned with your personal beliefs, and how these affect your 
quality of life.  These questions refer to religion, spirituality and any other beliefs you may 
hold.  Once again these questions refer to the last two weeks.  
“F24.1(F29.1.1)Do your personal beliefs give meaning to your life? ”(WHO 1995: p.19) 
 
   




































                                                   
4. 中国における、計画経済の下で形成された都市階層に変化がもたらされた。「1978年以前では所得格差
はわずかしかなかった」「2000年代に入って、都市部の（所得格差を示す）ジニ係数は高い水準に」と























向けて舵を切った(久郷晴彦 1995)。1991 年にはアメリカの PBH（農産物健康増進基金）と
NCI（米国国立がん研究所）が協力して始めたファイブ・ア・デイ運動（健康増進運動：一
日に五皿の野菜・果物を食べよう）が行われるようになっている。 
その後、アメリカのガン死亡率は、増え続ける日本8 とは逆に、「2009 年は 10 万人あた
り 173.1 人となり、ピークとなった 1991 年の 215.1 人から約 20%減少した」(Cancer 












































































































ツ社会理論』」Journal of Fisheries Univ.（水産大学校）Vol.56(1) など。 
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12. 大平修司(2016) 
13. 2008年の特定健康診査（メタボ検診）の義務化では実に多くの健康な人が再検査や治療に回された（大
櫛陽一 2007『メタボの罠―「病人」にされる健康な人々』角川 CCS新書）。 
14. ガン検診の強化策によって、増え続ける医療費削減を目指したはずであるが、厚労省は、2013年度の
国民医療費が前年度より 2.2％増えて 40兆 610億円になったと発表した（「国民医療費、初の 40兆円超」
日本経済新聞 Web 刊 2015/10/7）。  























      
        図１ 野菜消費量の推移（1 人 1 年当たり[消費量 kg/年・人] 
資料：「平成 19 年度食料需給表」（農林水産省） 
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これまでに、WHOによる健康定義の 3 つの要素を総体的に言及した論文(桝本 2001, 弘津   
他 2007, 土井 2004)や、「スピリチュアリティ」を「健康を構成する一側面」とした論文(竹
田 2007)などがあるが、本論文においては「スピリチュアリティ」を健康寿命の主要な決定
要因とし、肉体的、精神的及び社会的に、生活習慣病の予防策を追究した。 
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無理な減量が月経不順や貧血を引き起こし、更に、中高年期以降の骨粗しょう症を増加させる(重田, 他  
2007)。 
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度(石井 2006)と、心身に影響を及ぼす生活様式(伊藤 2016)、生活態度(デュボス 2000)との
関わりなどを調査した。 













表 1対象者属性                                                           n=203 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
カテゴリー                   人数(%)           人数(%) 
                        都市部            山間部・郊外   
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――           
居住地域     北海道                 2 (1%)      4 (2%) 
      本州：近畿        96 (47%)         15 (7%) 
 中国               13 (6%)             58 (29%) 
         四国              0         5 (2%) 
         九州                     5 (2%)             5 (2%) 










カテゴリー                   人数(%)           人数(%) 
                        都市部            山間部・郊外   
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
性別       男性： 70 (34%)名      49 (24%)             21 (10%)              
         女性：133 (66%)名      67 (33%)         66 (33%) 
居住区      都市部 116 (57%)名   
         山間部・郊外 87 (43%)名   
年齢    65~79歳：男性  60 (30%)名 43 (21%)          17 (8%) 
              女性 109 (83%)名   53 (26%)     56 (28%) 
            80~94歳：男性   9 (4%)名      6 (3%)      3 (1%)  
女性  24 (12%)名  14 (7%)      10 (5%) 
               95歳： 男性    1名                       1 (0.5%)  
家族構成 独居 34 (17%)名                       
              男性：5 (7%)      4 (6%)          1 (1%) 
           女性：29 (22%)   16 (12%)      13 (10%) 
仕事有り：56(28%)名                           
                 男性：28 (40%) 22 (31%)   6(9%) 
           女性：28 (21%)    13 (10%)         15 (11%)  
自給有り：79(39%)名 
           男性：17 (24%)       8 (11%)             9 (13%) 
             女性：62 (47%)      21 (16%)          41 (31%) 
健康状態：「やや健康／健康である」は 203名中、 133 (66%)名 
   男性は全 70名中、46(66%)名   都市部は、31(44%)名   山間部は、15(21%)名 
  女性は全 133名中、87(65%)名     都市部は、45 (34%)名   山間部は、42(32%)名 
     「やや健康でない／健康でない」は 203名中、 29 (14%)名 
 男性は全 70名中、11(16%)名 都市部は、9 (13%)名 山間部は、2 (3%)名  
  女性は全 133名中、18(14%)名   都市部は、9 (7%)名  山間部は、9 (7%)名             
                   
所帯の年収 100~299万円未満：118 (58%)名   65 (32%)              53 (26%)  
      300~599万円以上： 85 (42%)名    51 (25%)              34 (17%) 
家計の状態  
やや余裕がある／余裕がある：63 (31%)名   33 (16%)             30 (15%) 
やや苦しい／苦しい：60 (30%)名           27 (13%)             33 (16%) 
介護を受けている：10 (5%)名                  7 (3%)                3 (1%) 
介護をしている：8 (4%)名                      8 (4%)               1 (0.5%)   
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たので、その場合は 100~299万円未満に入れた。  
 
(1) 「健康グループ」／「健康でないグループ」の分類 










2． 野菜類を 350ｇ以上食べていますか？ 
3． 肉類：ハンバーグ一個分ぐらい食べるなら？ 
4． ご飯類について 「雑穀を食べている」 
5． 家計の状態 
























表 5 回答者の健康状態 
健康状態 
（回答者 203名） 
都市部(116名) 山間部／郊外(87名) 全体 








9 9 18 (16%) 2 9 11(13%) 29 (14%) 
 
































表 6 所帯年収の分布 
健康グループ 
（133名） 
都市部(76名) 山間部／郊外(57名)   
男性 女性 合計 男性 女性 合計 全体 
299万円未満   15 25 40 (53%)   9 23 32 (56%) 72(54%) 








299万円未満   6 4 10 (56%) 1 7 8  18(62%) 






表 7 所帯年収別の介護状況（回答者 203名） 
介護を受けている 
 (10名) 
都市部 山間部／郊外    
男性 女性 合計 男性 女性 合計 全体 
299万円未満  
（118名） 
2 1  3  0 2  2  5 (4%) 
300～599万円以上 
（85名） 
0 4   4 0 1  1  5 (6%) 
介護をしている  
(9名) 
都市部 山間部／郊外  
299万円未満  
（118名） 
1 4  5 0 0  0 5 (4%) 
300～599万円以上 
（85名） 






















       都市部：77 (66%)名         山間部／郊外：61 (70%)名 
「2」野菜類を「350ｇ以上食べている」 











表 8 「2. 野菜類を 350ｇ以上食べていますか？」 
健康グループ 
(133名) 
都市部(76名) 山間部／郊外(57名)  
男性 女性 合計 男性 女性 合計 全体 
ややその通り／350
ｇ以上食べる 
10 14 24 (32%)   9 20 29 (51%) 53(40%) 
やや少ない／少な
い 
12 9 21 (28%) 1 11 12 (21%) 33(25%) 
健康でないグルー
プ(29名) 
都市部(18名) 山間部／郊外(11名)  
ややその通り／350
ｇ以上食べる 
1 2  3 (17%) 0 2 2 (18) 5 (17%) 
やや少ない／少な
い 
5 5 10 (56%) 1 5 6 (55%) 16(55%) 
 










表 9 「3. 肉類：ハンバーグ 1個分ぐらい食べるなら？」 
健康グループ 
(133名) 
都市部(76名) 山間部／郊外(57名) 全体 
男性 女性 合計 男性 女性 合計 
週に 2～3 回/それ
以下 
27 35 62 (82%)   12 28 40 (70%) 102(77%) 
週に 3～5 回/それ
以上 
6 3 9 (12%) 1 7 8 (14%) 17 (13%) 
健康でないグルー
プ(29名) 
都市部(18名) 山間部／郊外(11名)  
週に 2～3 回/それ
以下 
7 4 11(61%) 2 6 8(73%) 19 (66%) 
週に 3～5 回/それ
以上 

















都市部(76名) 山間部／郊外(57名) 全体 
男性 女性 合計 男性 女性 合計 
 5 10 15(20%)   2 6 8 (14%) 23(17%) 
健康でないグルー
プ(29名) 
都市部(18名) 山間部／郊外(11名)  














である(大竹 2004)。全国の「家計調査」17 でも「健康保持用摂取品」は 70 歳以上の世帯
で「2万 3千円」と、最も多くなっている。 
表 11「7. 健康に良い食品を取り入れたい？」 
健康グループ 
(133名) 
都市部(76名) 山間部／郊外(57名) 全体 
男性 女性 合計 男性 女性 合計 
やや／ぜひ取り入れ
たい 
20 33 53 (70%)   10 31 41 (72%) 94(71%) 
やや／そう思わない 2 4 6 (8%) 1 2 3 (5%) 9 (7%) 
健康でないグループ
(29名) 
都市部(18名) 山間部／郊外(11名)  
やや／ぜひ取り入れ
たい 
6 8 14 (78%) 1 6 7(64%) 21(72%) 







表 12 「8. 20分ぐらいの運動や、ウオーキングについて」 
健康グループ 
(133名) 
都市部(76名) 山間部／郊外(57名) 全体 
男性 女性 合計 男性 女性 合計 
ほぼ／毎日する 14 17 31(41%)   9 14 23 (40%) 41(31%) 
週に 1～2回以下 15 14 29 (38%) 6 14 20 (35%) 49(43%) 
健康でないグルー
プ(29名) 
都市部(18名) 山間部／郊外(11名)  
ほぼ／毎日する 0 4 4 (22%) 0 3 3 (27%) 7 (24%) 
週に 1～2回以下 4 5 9 (50%) 1 5 6 (55%) 15(52%) 
 
                                                   
17. 世帯主の年齢階級別１世帯当たり年間の支出金額及び消費支出に占める割合. 総務省統計局(平成 26年
９月 14日)  http://www.stat.go.jp/data/topics/pdf/topics84.pdf (アクセス日 2017/08/10） 
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表 13 外出や戸外活動 
健康グループ 
(133名) 
都市部(76名) 山間部／郊外(57名) 全体 
男性 女性 合計 男性 女性 合計 
好きな方 23 34 57 (75%)   11 30 41 (72%) 98(74%) 
あまり好きではない 10 10 20 (26%) 6 10 16 (28%) 36(27%) 
健康でないグループ
(29名) 
都市部(18名) 山間部／郊外(11名)  
好きな方 4 8 12 (67%) 2 3 5(45%) 17(59%) 
















というデュポスの健康観と同様の結果が本調査でも得られた（「表 14」「表 15」）。 
「10. 話し相手はいますか？」については、「会話をほぼ毎日／毎日する」と回答した人
















都市部(76名) 山間部／郊外(57名) 全体 
男性 女性 合計 男性 女性 合計 
会話をほぼ毎日／
毎日する 
26 43 69 (91%)   14 41 55 (96%) 124(93%) 
週に 1～2回以下で
ある 
3 0 3 (4%) 1 1  2 (4%) 5 (4%) 
健康でないグルー
プ(29名) 
都市部(18名) 山間部／郊外(11名)  
会話をほぼ毎日／
毎日する 
4 8 12 (67%) 1 3 4 (36%) 16 (55%) 
週に 1～2回以下で
ある 









表 15 「11. 自由参加のボランティア活動について」 
健康グループ 
(133名) 
都市部(76名) 山間部／郊外(57名) 全体 
男性 女性 合計 男性 女性 合計 
老々支援：やや／参加したい 10 21 31 (41%)   5 18 23 (40%) 54 (41%) 
環境・美化：やや／参加したい 16 24 40 (53%) 5 21 26 (46%) 57 (43%) 
健康でないグループ 
(29名) 
都市部(18名) 山間部／郊外(11名)  
老々支援：やや／参加したい 0 5 5 (28%) 0 5 5 (45%) 10 (34%) 


















表 16 「12 廃棄物・ゴミを出さない生活、簡素な生活について」 
健康グループ 
(133名) 
都市部(76名) 山間部／郊外(57名) 全体 
男性 女性 合計 男性 女性 合計 
取り入れている 7 9 16 (21%)   2 10 12 (21%) 28(21%) 
取り入れたい 14 24 38 (50%) 9 17 26 (46%) 64(48%) 
健康でないグルー
プ(29名) 
都市部(18名) 山間部／郊外(11名)  
取り入れている 3 0 3 (17%) 0 2 2 (18%) 5 (17%) 

















                                                   
18. 田中勝(1996)「地球を救うリサイクル－廃棄物処理の今後－」『大気環境学会誌』Vol.31(6) 
   加藤三郎(1998)。「循環社会実現のための課題」『廃棄物学会誌』Vol.9(1)。 
   ジョン・パスモア (1998)『自然に対する人間の責任』間瀬啓允 訳,岩波書店。 
19. 身近な被ばく者は小学校時代の恩師・植田雅軌先生『「空白の十年」被爆者の苦闘』（2009）広島県原  
爆被害者団体協議会。 
 「ドラマ『夢千代日記』夢千代と上村洋一」（主演 吉永小百合）：朝日新聞 Travel. 
http://www.asahi.com/travel/traveler/TKY200704210099.html 
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表 17 「13. 満足感は人に喜んでもらうほうが大きい」 
健康グループ 
(133名) 
都市部(76名) 山間部／郊外(57名) 全体 
男性 女性 合計 男性 女性 合計 
やや／そう思う 27 33 60 (79%)   14 30 44 (77%) 104(78%) 
やや／そう思わない 0 2 2 (3%) 0 1 1 (2%)  3 (2%) 
健康でないグループ
(29名) 
都市部(18名) 山間部／郊外(11名)  
やや／そう思う 5 4 9 (50%) 1 6 7 (64%) 16 (55%) 
やや／そう思わない 0 1 1 (6%) 0 1 1 (9%) 2 (7%) 
 
表 18 「15. 困難を抱えている人に対して」 
健康グループ 
(133名) 
都市部(76名) 山間部／郊外(57名) 全体 
男性 女性 合計 男性 女性 合計 
寄り添うことはで
きる 
25 36 61 (80%)   12 29 41 (72%) 102(77%) 
余裕がない 8 6 14 (18%) 4 11 15 (26%) 29 (22%) 
健康でないグルー
プ(29名) 
都市部(18名) 山間部／郊外(11名)  
寄り添うことはで
きる 
4 5 9 (50%) 2 6 8 (73%) 17 (59%) 





















表 19 「14. 生きざまを伝えたい人がいますか？」 
健康グループ 
(133名) 
都市部(76名) 山間部／郊外(57名) 全体 
男性 女性 合計 男性 女性 合計 
はい 16 26 42 (55%)   10 33 43 (75%) 85(64%) 
別にいない 19 15 34 (45%) 7 7 14 (25%) 48(36%) 
健康でないグルー
プ(29名) 
都市部(18名) 山間部／郊外(11名)  
はい 7 5 12 (67%) 2 4 6 (55%) 18(62%) 


























                                                   
20. 検定は関西学院大学大学院 総合政策研究科 博士課程前期課程の中国人留学生、孫光宇氏の協力を
得て行なった。 
27









都市部 76 22 18 116 
山間部 57 19 11 87 
合計 133 41 29 203 
P= 0.782  χ2(2)=0.491    
P値が 0.01（1％）より大きく、有意ではない 
χ2値は（自由度 2）、5.991より小さく、有意ではない   











300万以上 36 7 8 51 
300万未満 40 15 10 65 
合計 76 22 18 116 
P=0.432  χ2(2)=1.677 
    P値が 0.01（1％）より大きく、有意ではない    
    χ2値は（自由度 2）、5.991より小さく、有意ではない   
        




300万以上 25 6 3 34 
300万未満 32 13 8 53 
合計 57 19 11 87 
P値=0.440  χ2(2)= 1.640 
P値が 0.01（1％）より大きく、有意ではない    
χ2値は（自由度 2）、5.991より小さく、有意ではない   
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350ｇ以上 24 5 3 32 
どちらとも言えない 31 11 5 47 
350ｇ未満 21 6 10 37 
合計 76 22 18 116 
P=0.174  χ2(4)= 6.356 
P値が 0.01（1％）より大きく、有意ではない 
χ2値は（自由度 4）、9.488より小さく、有意ではない   
        




350ｇ以上 29 3 2 34 
どちらとも言えない 16 4 3 23 
350ｇ未満 12 12 6 30 
合計 57 19 11 87 
P=0.005  χ2(4)= 14.961 
P値が 0.01（1％）より小さく、有意である。 
χ2値は（自由度 4）、9.488より大きく、有意である。   



















やや／そう思う 60 12 9 81 
どちらとも言えない 14 8 8 30 
やや／そう思わない 2 2 1 5 
合計 76 22 18 116 
P=0.053  χ2(4)= 9.351 
P値が 0.01（1％）より大きく、有意ではない 
χ2値は（自由度 4）、9.488より小さく、有意ではない   
      




やや／そう思う 44 9 7 60 
どちらとも言えない 12 10 3 25 
やや／そう思わない 1 0 1 2 
合計 57 19 11 87 
P= 0.048  χ2(4)= 9.562 
P値が 0.01（1％）より大きく、有意ではない    
   χ2値は（自由度 4）、9.488より大きく、有意である。  
























やや／参加したい 40 7 5 52 
どちらとも言えない 14 6 7 27 
合計 54 13 12 79 
P= 0.061  χ2(2)= 5.576 
P値が 0.01（1％）より大きく、有意ではない     
χ2値は（自由度 2）、5.991より小さく、有意ではない   
        




やや／参加したい 26 1 3 30 
どちらとも言えない 25 0 0 25 
合計 51 1 3 55 
P= 0.166  χ2(2)= 3.595 
P値が 0.01（1％）より大きく、有意ではない 
χ2値は（自由度 2）、5.991より小さく、有意ではない   











取り入れている 16 3 3 22 
どちらとも言えない 17 8 3 28 
合計 33 11 6 50 
P= 0.448  χ2(2)= 1.606 
     P値が 0.01（1％）より大きく、有意ではない   
 χ2値は（自由度 2）、5.991より小さく、有意ではない   
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取り入れている 12 0 2 14 
どちらとも言えない 13 11 3 27 
合計 25 11 5 41 
P= 0.019  χ2(2)= 7.914 
  P値が 0.01（1％）より大ければ、有意ではない 
  χ2値は（自由度 2）、5.991より大きく、有意である。 











はい 42 12 12 66 
別にいない 34 10 6 50 
合計 76 22 18 116 
P= 0.659  χ2(2)= 0.833 
  P値が 0.01（1％）より大きく、有意ではない  
  χ2値は（自由度 2）、より小さく、有意ではない    
       




はい 43 12 6 61 
別にいない 14 7 5 26 
合計 57 19 11 87 
P= 0.289  χ2(2)= 2.482 
  P値が 0.01（1％）より大きく、有意ではない 
  χ2値は（自由度 2）、5.991より小さく、有意ではない    
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都市部 116 名                              
北海道：小樽市、苫小牧市 2 
本州・兵庫県：神戸市中央区 52、兵庫区 5、西区 5、須磨区・垂水区 3、 明石市 2、たつの市 4 
和歌山県：和歌山市秋葉町・高松地区 20 
島根県：益田市 5 
広島県：広島市・中区 5、安芸区、安芸郡 6、呉市 2 
九州・大分県：豊後大野市、竹田市 5 
山間部／郊外 87 名 
北海道：小樽市、滝川市 4 
本州・兵庫県：神戸市北区 11、たつの市 4 
島根県：鹿足郡 20、 邑智郡 10 
      広島県：安芸郡熊野町 10、広島市、中区・安芸区矢野町 11、呉市 3 






「暮らしと健康」アンケート             
本調査は「健康寿命の決定要因は何か」を研究するために使用するもので、それ以外の目的には使用しま
せん。無記名ですのでどうぞよろしくお願いいたします。   
関西学院大学大学院 総合政策研究科 佐伯民江 
 
性別：1. 男性（ ） 2. 女性（ ） 
年齢：1. 65～79 歳（ ） 2. 80～94 歳（ ） 3.  95 歳以上（ ） 
家族構成：1. 独居（ ） 2. 夫婦のみ（ ）  3. その他（ ） 
居住区：1. 都市部（ ）2. 山間部/ 郊外（ ）  
仕事：1. 有り（ ） 2. 無し（ ） 
自給について： 1. 農作物（ ）2. 山菜（ ）3. その他の自給（      ）4. なし（ ） 
健康状態：1      2         3        4      5 
  良好である 良好な方である どちらとも言えない  あまりよくない  よくない 
介護を受けていますか？：1. 家族から（ ）2. 公的サービス（ ）3. 受けていない（ ） 
家族の介護をしていますか？：1. している（ ）2. していない（ ） 
世帯の年収：1       2        3         4.    
   100~299 万円   300~599 万円   600 万円以上   それ以外 
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(1). 家計の状態：1       2        3         4        5 
余裕がある  やや余裕がある  どちらとも言えない  やや苦しい 苦しい 
(2). 食事について 
野菜・果物・海草などをたっぷり食べていますか？：1. はい（ ）2. あまり食べない（ ） 
これらを一皿 70ｇ（ミカン皮ごと中一個分）として毎日（５皿分）以上食べていますか？ 
1      2       3         4       5 
350ｇ以上たべる  ややその通り どちらとも言えない やや少ない  少ない 
(3). 肉類について（ハンバーグ一個分ぐらい）なら 
1                    2        3        4       5 
週に 2 回以下  週に 2~3 回食べる 週に 3~5 回  ほぼ毎日食べる  毎日食べる 
(4). ご飯類について：1. 雑穀を食べている（ ）2. 白米を食べている（ ） 
(5). 健康によい食品と分かれば取り入れたい？ 
1         2        3         4        5 
ぜひ取り入れたい ややそう思う どちらとも言えない ややそう思わない いらない 
(6). 運動など、20 分かそれ以上の、身体活動やウオーキングについて 
1         2       3       4        5 
運動を毎日する  ほぼ毎日する 週に 3～4 回  週に 1～2 回する  ほとんどしない 
(7). 外出や戸外活動：1. 好きな方（ ） 2. あまり好きではない（ ） 
1         2       3        4        5 
戸外や外出が多い やや多い  どちらとも言えない  やや少ない  少ない 
(8). 話し相手はいますか？ 
1         2       3       4        5 
会話を毎日する  ほぼ毎日する 週に 3～4 回 週に 1～2 回する  ほとんどしない 
(9). 老々支援など、自由参加のボランティア活動があれば  
1        2       3        4          5 
参加したい  やや参加したい どちらとも言えない やや参加したくない 参加しない 
 
(10). 環境改善・美化など、自由参加のボランティア活動に対して 
1       2       3        4         5 
参加したい  やや参加したい どちらとも言えない やや参加したくない 参加しない 
(11). 廃棄物・ゴミを出さない生活、簡素な生活について 
1         2       3         4       5 
取り入れている 取り入れたい どちらとも言えない やや反対 消費は個人の自由だ 
(12). 満足感は何かしてもらうより、何かしてあげる（人に喜んでもらえる）ほうが大きい 
1     2       3         4           5 
そう思う ややそう思う どちらとも言えない  ややそう思わない  そう思わない 
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(13). 生きざまを伝えたい人がいますか？：1. はい（ ） 2. 別にいない（ ） 
1         2       3      4      5 
家族・子や孫たち 師や恩人    友人     故人   死んだら終わり 
(14). 困難を抱えている人に対して：1. 寄り添うことはできる（ ） 
2. 自分のことでいっぱい、余裕がない（ ）  





それはどんなことですか？（                          ） 
この町の良いところは何ですか？（     ）町の（                ） 
この町の好きな行事は何ですか？（     ）町の（                ） 
好きな集まりは何ですか？（                           ） 
好きな食べ物は何ですか？（                           ） 
 
ご協力いただきありがとうございました 
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11
.自
由
参
加
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
老
々
支
援
：や
や
／
参
加
し
た
い
3
7
1
2
9
31
 (
41
%)
3
2
1
0
8
23
 (
40
%)
環
境
・美
化
：や
や
／
参
加
し
た
い
7
9
14
1
0
40
 (
53
%)
2
3
1
0
1
1
26
 (
46
%)
12
. 廃
棄
物
・ゴ
ミ
を
出
さ
な
い
、
簡
素
な
生
活
に
つ
い
て
取
り
入
れ
て
い
る
3
4
5
4
16
 (
21
%)
1
1
7
3
12
 (
21
%)
取
り
入
れ
た
い
8
6
14
1
0
38
 (
50
%)
4
5
8
9
26
 (
46
%)
13
. 満
足
感
は
、
人
に
喜
ん
で
も
ら
う
方
が
大
き
い
や
や
／
そ
う
思
う
1
3
14
1
9
14
60
 (
79
%)
6
8
1
8
1
2
44
 (
77
%)
や
や
／
そ
う
思
わ
な
い
0
0
2
0
2 
(3
%)
0
0
0
1
1 
(2
%)
14
. 生
き
ざ
ま
を
伝
え
た
い
人
が
い
ま
す
か
？
は
い
4
1
2
14
1
2
42
 (
55
%)
6
4
1
9
14
43
 (
75
%)
別
に
い
な
い
1
1
6
8
5
30
 (
39
%)
3
4
4
3
14
 (
25
%)
.1
5.
 困
難
を
抱
え
て
い
る
人
に
対
し
て
寄
り
添
う
こ
と
は
で
き
る
1
0
15
2
1
15
61
 (
80
%)
6
6
16
1
3
41
 (
72
%)
余
裕
が
な
い
5
3
3
3
14
 (
18
%)
2
2
6
5
15
 (
26
%)
所
帯
年
収
所
帯
年
収
質
問
項
目
回
答
都
市
部
山
間
部
／
郊
外
男
性
女
性
男
性
女
性
